
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 

雨の日には雨の中を 風の日は風の中を 

～「直接経験」が子どもを強く豊かにする～ 

校長 中村 健  

 

このタイトルは、書家で詩人の「相田みつを」さんが、その生涯で最も大切にした言葉だそうです。

「あるがままに歩み続けていけばいい」という強い信念をもった生き方を表した言葉ですが、私が教

師になってこの言葉を初めて聞いたとき、違った意味で、子どもたちだけでなく保護者の皆様にも大

事にしてほしい言葉だと思いました。 

 私は、この言葉を次のように解釈しました。 

「雨の中にいないと雨の日の本当のことはわからない。風の中にいないと風の日の本当のことはわか

らない。雨の日や風の日は嫌だと思うけど、いいところや楽しいところがあるかもしれない。要す

るに、その中にいないと本当のことや本当の気持ちは分からないし、心にも残らないということだ。

直接経験したり、挑戦したりすることが、五感や頭を働かせ、自分を強く豊かにしてくれるという

ことだ。」と解釈しました。 

 

 なぜこのように解釈したかというと、自分の子どもの頃に思い当たることがいくつもあったからで

す。 

 小学３年生の時の話です。スキー学習があるのでスキー板とスキー靴を持って学校に向かいました。

途中、「スキーをはいてスケーティングで行ったら、楽にいけるんじゃないか。」と思いつき、実行に

移しました。（本当はやってはいけません！みなさんは絶対にやらないでください！）いざ、スキーに

はき替えてみると、「道路が意外に平らではないこと」、「道路の雪は重いということ」、だから「思う

ように進まないこと」に気づきました。他の人にもどんどん追い抜かれ、途中でやめました。ただた

だ疲れて学校に行ったのを覚えています。やってみて初めて気づきました。それ以来、一度もやって

いませんし、やろうとも思いませんでした。（おバカな話です） 

また、小学４年生の時に青森市の学校から八戸市の学校へ転校しました。初めての転校でした。自

分では平気だと思っていたのですが、周りに知っている人が誰もいないことがこんなに心細く、悲し

いことだと初めて知りました。毎晩、前の学校に戻りたいと泣いていたのを覚えています。でも、が

んばっていると「いいね」と言ってくれる友達ができ、ちゃんとやっていれば誰かが認めてくれるこ

とがわかりました。その後もう一度転校した時は、むしろ余裕があるくらい全く平気でした。 

どちらもいい経験ではありませんが、大変さや寂しさに気づき、自分で考え行動した、心がたくま

しくなったと感じられた出来事でした。 

 大人から見ればたわいもないことかもしれませんが、多感な子どもにとっては初めての経験であり、

子どもだからこそ心に残る経験値となります。 

 ですから、保護者の皆様も子どもの「直接経験」を大切にしてください。インターネットやゲーム、

ＳＮＳからではなく、直接経験しないと得られない経験値を高めるために、成功体験ももちろん大切

ですが、子どものうちに、うまくいかないこと、苦しいこと、嫌なことがあっても、自分で考え、が

んばるという経験を積んで、強くたくましい大人に成長してほしいと願っています。 

 学校でも、「直接経験すること」、「自分で考え、がんばること」を大切にしていきます。 
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７月の行事予定   SC～スクールカウンセラー    ＡＬＴ～外国語指導助手 
日 月 火 水 木 金 土 

     １日 ２日 

     参観日  

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 

 学務課訪問 水泳教室 
ＡＬＴ来校 

ケイトリン先生と
お別れの式 

漢字計算チャレンジ  
全校音楽 
委員会 

なわとび検定  

１０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日 

  全校朝会 
全校音楽 

引落日 
読み聞かせ 
クラブ活動 
ＳＣ来校 

大清掃  

１７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 

 海の日 ネット安全教室 
（４～６年） 

 
1学期終業式 
５時間学習 
学区巡回指導 

夏季休業 
～８／２３ 

 

２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 

 保護者面談 保護者面談 保護者面談 保護者面談 保護者面談  

※状況によって変更になる場合があります 

創立１００周年記念事業 共同版画 
５月から共同版画づくりを始めました。莨町小学

校をお祝いする気持ちをどう表現しようか、５・６

年を中心に話し合いと制作を進めています。版画の

完成は９月頃。作品のできあがりをお楽しみに。 

坂井先生、ありがとうございました。 
４月から２組を担任していた坂井ゆりあ先生が、３ヶ

月の任期を終え、新城中学校へ異動になりました。 

６月２３日（木）に行わ 

れた離任式では、２組の児 

童が代表で別れのあいさつ 

をし、花束を手渡しました。 

「学校で先生に会うのが楽 

しみでした。」の一言に涙が 

こぼれました。 

創立１００周年を迎えました 

↑共同版画の制作オリエンテーションの様子 ↑莨小 100歳のお祝いに何ができるか相談する６年生 

よろしくお願いします！ 
６月２４日（金）に新しい先生が赴任しましたの

で、紹介します。２組の担任です。 

油 布 一 之 

（ゆうの かずゆき） 

「明るくて元気な莨町小学

校のみなさんと一緒に、い

ろいろと勉強できること

が楽しみです。これからよ

ろしくお願いします。」 

大切に使わせていただきます！！ 
先日、村上新町病院から、「子どもたちのために」と寄贈品をいただきました。 

大型スクリーン、プロジェクター、図鑑等調べ学習用の本９９冊をいただきまし 

た。有効に活用し、教育活動の充実を図っていきます。ありがとうございました。 

↑最後は全校のみんなとグータッチでお別れ 


